
  
1/1 

2017年 11月 （第 2版 新記載要領に基づく改訂） 承認番号 13B1X10074000011  
2013年 10月 （第 1版） 機械器具 51 医療用嘴管及び体液誘導管  

 
一般医療機器 カテーテルコネクタ 32339000  

 スティングレイ カテーテルコネクタ 
 
再使用禁止    

 

【警告】 
使用方法 

本品にアルコール、フェノールを含む薬液又は消毒液を
適用しない。［ひび割れを生じる恐れがある。］  

 

【禁忌・禁止】 
再使用禁止 
再滅菌禁止  

【形状・構造及び原理等】 
組成 

ABS 樹脂、イソプレンゴム 
形状 

本品は Epimed 社製カテーテルに接続して使用するもので
ある。 
モデルは 1911-321（21 ゲージ用）と 1911-319（19 ゲー
ジ用）の 2 種類ある。 

 
作動・動作原理 

カテーテル挿入口へ挿入したカテーテルの近位端を、回
転軸をねじることにより加わる物理的圧力によって把持
する。 

【使用目的又は効果】 
使用目的 

カテーテルを容器等の別の対象物に接続するために用い
る器具である。 

【使用方法等】 
使用方法 
1.準備 

包装を開封し、汚染しないように取り出す。 
2.接続 
(1)本体の回転軸がねじられた状態になっていることを確認

する。 
(2)カテーテル挿入口へカテーテルの近位端を挿入する。 
(3)本体の回転軸を凹凸がなくなるように（クリック音及び

クリック感がするまで）ねじる。 
(4)めす・ルアー部へ処置用器具を接続する場合、キャップ

を取り外す。 
(5)めす・ルアー部へ処置用器具を接続する場合、キャップ

を取り付ける。 
使用方法に関連する使用上の注意 
1.本品・カテーテル間を定期的に軽く引っ張り、適切に接

続されていることを確認する。 

2.本品に接続された処置用器具を取り外す際は、カテーテ

ル近位端の把持した状態を維持するため、ルアー末端を
しっかりと掴む。 

【使用上の注意】 
重要な基本的注意 
1.包装の開封後は速やかに使用する。 
2.使用中に患者や本品に異常を認めた場合、直ちに患者の

安全を図るための処置を講じる。 
不具合 
重大な不具合 

本品は、破損、液漏れ、カテーテルのはずれを生じる可
能性がある。 

【保管方法及び有効期間等】 
保管方法 

水漏れに注意し、直射日光、高温・多湿を避けて保管す
る。 

耐用期間・使用期間 
包装に記載する。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者：東京医研株式会社 

東京都稲城市東長沼 1131-1 
TEL:042-378-6630  FAX:042-378-6614 
E-mail:info@tokyoiken.com 

製造業者：Epimed International, Inc.（米国） 
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